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I.研 究 論 文
A.稲の栄養生理研究
(a) 水 稲 の 生理 病
1.水稲の胡麻兼枯病隈病に関する栄益生漸 f'J研究.Ⅰ.通気条件及び無戟成分の柾崩
が胡麻尭fJI病椛病に及はす膨背 (IP.●.i場株)こ,矧 I]岩保と共一瞥). 日作紀 20:
163-166(1951).
2.水稲の価株葉枯病椎病に関する栄適ノヒ邦的研究.Ⅱ.水k)L波に対する硫化水糸加lj
が無機成分の吸収に及はす影懲 (高鯛保二七,岩出岩保と-)し拝･). 日作紀 21:
98-99(1953).
3.水稲の1.棚 ミ菓枯病推病に関する喋i(i'Ji和的研究.Ⅱ.水温が無機成分の吸収に及iJl'
す影押 (高鵬炊夫,岩l二El留保と共潜). 日作紀 21:233-234(1953).
4.水稲の胡麻薬仙病碓病に関する,X遜生理的研究.Ⅳ.硫化水素が繋崩代謝に及:よす
影叩 (高橋保Ll.岩田岩保と共著). 日作紀 21:235-236(1953).
5.水稲の胡麻東根両肌病に朗する柴批LJ7型的研究.V.佼鼠が水稲の/t育 及び 佃 勝
成分の吸収に及ぼす形轡 (高七.lS保夫,岩uJ宕保と共著). 日作紀 21:2371238
(1953).
6.水flTiの胡麻葉1.LJ病椛病に関する米兵/L理的研究.VI.鉄加用が水稲の生育及び -Dl
麻薬仙痛曜柄に及ぼす影坪 (高柄保je.岩rUに‡保と共著). 日作紀 22:41-42
(1953),
7.水稲の胡麻兼柿病椛病に関する栄戯吐剤 勺研究.Ⅶ.E]旧が無障成分の吸収に及は
す影幣 (高1-.rj保):-,岩Rj'L'･陳と共潜･). 日作紀 22:49-50(1954).
8.水稲の胡麻菓枯病曜病に関する栄超/t理的研究.Ⅶ.硫化水崩が水稲ふ71範の生育及
び胡麻兼枯病催病に及はす影惣 (高橋休Ll, 岩山岩陳と共著), EH乍紀 23:
10-15(1954).
9.水帽の肌味薬枯病椎病に幽する栄戯生理的研究.Ⅸ.硫化水弟が無餓成分の吸収
窒素fL.謝及び炭水化物代謝に及ぼす形欝 (高橋保夫,岩Llト岩保と共著). 日作
紀 23:272(1955).
10.水桶 の肋麻薬枯病粧柄に朗する栄馴 j判J･研究.X.来鬼射 JI.が組織汁按の恨化還
ノL:芯位に及はすhi増 遊びにその様柄とのLkJ係 (稲け川井美,■l:.ifls抹人とJt･苫).
日作紀 23:325(1955).
ll.水flt-iO)胡麻薬枯柄肺病に関する栄超生理的研究.XI･土壌水分及び雅兄湿度が撫機
成分の吸収と移行に及ぼす影珊 (I(.i栖捉え 岩田岩鼠 桶 ':石昭雄と丸 臥 日
作紀 24:169-172(1956).
12.水flLIt'iの仙麻柴仙病椎柄に帆する栄婚ノ日聖的研究.XR.硫化水如 ;無機成分の吸収
移行に及ぼすtmT'Jq並びにそのiL市との側旅 ('.:-j鰯CIは,岩出岩陳と火Ig･). El
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作紀 25:222-224(1957).
13.水稲品都に於ける擬腐抵抗性の差典並びにその簡易検定法. 日作紀 23:1671168
(1955).
14.1･i夜の水温が水稲のノIill'に及はす影1.'･Y(高橋保夫,岩=岩保と共旅). LR文集(fj
10:1-3(1954).
15.水弘.Lが水稲品種の撫機成分のIlJRJLl並びに登糸及び炭水化物代謝に及はすLtiZ';f･91-(l.I;潤
保夫,岩BJ岩保と共著). Jl,'!禁気象 11:61-65(1955).
16.炎なる土壌に生育せる水稲の生育及び納麻薬枯病椛病に及はす水温の影漕 (l･:_T'7橋保
夫と共著). 9豊-巽東懲 13:41-44(1957),
17.水稲の組織汁液の酸化還元J.正位について. その2.njlI!J.及び水温が酸化還元電位
に及ぼす彫邪. その3.恨化還元JZ位の/Ji骨に伴う変化. その4.水稲非の
酸化還元電位の品矧-1L.j差タも(稲Ll勝美と犬一也). 口作紀 23:187-191(1955).
18.水師の組織汁液の倍化遣元花位について.その5.7スコルヒン恨及びグルタチオ
ンと稚化還元L`E位との関係 (稲L[川券美と共粁). 日作紀 25:75-77(1956).
19.水稲の近落及びズ.)コミイモチとその対策. 戯業投射 7(8):15-19(1952),
20.水稲の生理からみた秋藩の兼/卜機構. 出発技術 7(9):14-18(1952).
21.関東地方の有機物過多細 別こ於ける水稲の夏落及び秋藩とその対策. 幾及榊 29:
182-186(1954),
22.PhysiologicaldiseasesofriceplantinJapan(WithT.Harada).Reportfor
theFifth Meetingofthe InternationalRiceCommlSSion'sWorking
Party onRiceBreeding:10ト150(Ministry ofAgricultureandFor-
estry.JapaneseGovernment)(1954).
23.水稲の枇腐抵抗性.その1. 地莱l_i祢Jll.･539-543(1956).
24,水稲の根腐机抗性.その2. 遇共技術 12:97-101(1957).
25.水稲の 棚 末葉 砧病及び秋務の発1=_肘掛こLmする栄養生理的研究. ,l-qiJ左研排告D
(7):1-157(1958),
26･Methodofdiagnosing"akiochl,ironand hydrogensulphide toxicity ln
thewetzonericefieldsofCeylon. TropicalAgriculturist114:2311
236(1958).
27.Mineralnutrition and theoccurrenceofplySiologicaldlSeaSeS(withI.
InadaandK･Tajima)･MineralNutritionoftheRicePlant(Proceedings
ofaSymposium aHhelntemationalRiceResearchInstitute):173-195
(1965).
28,水LITju)赤ilj-)A:I･こLigする栄ぷ/J:.Jl_P.tIJl)研究.第 Ⅰ･;,lEL 水蔽及び)lLtl-.と継粉の施用が発病
に及ぼす膨潤 (高橋保七･,岩出岩保,稲圧川井美と共著). El(/F紀 22:11ト112
(1953).
29,水稲の赤枯病に関する栗魂互理的研究,雛Ⅱ報.有機簡及び硫化水素が赤枯柄の発
!Liに及ぼす彫珊(高相(^nJl,,'告LLl景保,稲tBJL#美と非法r). 口作紀 23:273
(1955).
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30.水稲の赤桔病に関する果菜生理的研究.節1報.水師品種の襲来代乱 炭水化物代
謝並びに無機p栄養と赤枯病発/LとO-)閲繰 (高嶋保人,岩LfJ揖保,･稲山勝男と共
著). 日作紀 25:13-14(1956).
31.水稲の赤枯病に純する栄養生製的研究.第Ⅳ鞘.栽培条件による赤札病発生の差jn･l;.
並びにその体内代謝との関係 (FI.■J矧 1水式1.flrHJ勝美と北署). 口作紀 26:1-2
(1957).
32.水稲の赤枯病に関する栄進ノ巨理的研究.節Ⅴ報.発病に伴 う呼吸作用並びに二,≡
群射 乍用ノJの変化 (高橋保夫.稲EnW発と共著). 日作紀 26:190-192(1958),
33.水稲の赤枯病に 幽する栄養生理]lEl勺研究.節Vl灘. 過剰の二価鉄が 水稲の生育, 義
分吸収 および 体内代謝に 及ぼす膨管 (田島公一と共=g). 日作紀 29:47-50
(1960).
34,水稲の赤枯病に関する栗重工ヒ理的研究.節Ⅶ幸Ji.クロロシスを伴う赤榊 丙の発JL韓
構 (LJfqL公一と共 許). 口作紀 29:326-328(1961).
36,Studiesonthenutritionofriceplantwith referencetotheoccurrence
oftheso-caHed HAkagare"disease.VIII, On thedisease,a kind
of"AkagareHoccurringin thenewlycultivatedpaddyfield(withK.
Tajima).Proc.CropSci.Soc..rLIPan31:289-292(1963).
(b) 水稲の栄養生理
1,稲の中身言及びml子鴨にtyJした兼:iNt･生刑的相性とその病虫抵抗性との関取 ゴtlq:及閲19:
54ト542(1944).
2.柴栽生理から観たる水稲栽培.段及fli;119:64-67(1944).
3.水稲及び品位の 栄発生理的特性とその窓嵐 滋近の虚業技術 (曲1-潮 騒場農業技
術研究会編):27-41(1949).
4.水稲の電讃及びだ上聞の栄端 ノヒ理に関する研究.Ⅰ.TrIl.慨の体内移行及び-A:身表皮細
胞帯鋸と薫肘 ′F用との関取 F]作紀 24:29133(1955).
5,水稲の窒諌言及び祉酸の栄養公邸に関する研'J/管,Ⅳ_溢泌舷及び佑醒液IlのlTlf概につ
いて.日作紀 25:139-140(1957).
6,水稲品租の耐肥性に的する研究.第 1報,l'.7J牡の耐肥性と肇瀬及び炭水化物代謝と
の関係 (高橋操夫,岩凹岩保と共 粁). 自作紀 28:22-24(1959).
7.水稲品種の耐肥性に的する研究.第2帆 光rT戒から見た水稲の耐肥性と祉形との
鍋床 (岩IL],rlfhl'と共署). E]作紀 30:237-240(1962).
8.Breedingofricevariety suitableforheavy manuring. Reportforthe
FifthMeetingofInternatlOnalRicLICoITlmission'sWorkingParty on
RiceBreeding:167-184(Ministr､√′ofAgricultureand Forestry.Japa-
neseGovernment)(1954).
No.48(奥田 東編署:珪慨質資材の節人による膿産物の究極収益向上に関す
る研究):51-56(1958).
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10.Mechanism ofresponsetoheavymanuringin ricevarietleS.lnternatio-
nalRiceCommiss10nNewsletter.10:9-16(1961).
ll.耐肥性の概念と品種の生態 (岩lij岩保と共署). 育種学適近の進歩.第 3渠 (:PJ3
回日本育種学会シソポジウム稚菩):66-76(1962).
(C) 根の生理的研究
1.作物根の生理的研究.第 1報.新旧別に分級した水稲根の特性と無機成分吸収との
関係 (稲Llr=勝男と共著). 日作紀 27:151-154(1958).
2.PhysiologlCalstudiesontherootofcropplants.Tl. Roleofcytochrome
oxidaseinrespirationand nutrientabsorptionofriceroots(withK,
lnada).Proc.CropS°i.Soc.Japan.28:347-350(1960).
3.作物根の生理的研究.第 3手札 硫化水耕 こよる棋腐れが水稲の同化,lJT'吸及び8.輿
に及ぼす).･狸P(LI‖:.']公-と八 ㌢,'). El作紀 31:ll-13(1962).
(d) そ の 他
1.稲の水耕汝について. 科学 12:416-420(1942).
2.大安の阿東欠乏症に関する研究.特に抑凝欠乏に伴う不稔現簡及びその細胞学的観
察. 畏技研報ilt-1D(4):1-22(1953).
3.水稲の農薬).i;部にお け る澱粉粒の形成 (愉HI昭雄と共拝). 日作紀 22:43-44
(1953).
B,稲の干害の生理
1.水稲の早票防止に関する研究 (1)水稲生育If!]一期による-1PLrlL,{程度の差異に拭いて (和
田栄太郎,古谷綱姓と共lt.-). 曲及図 20:131-132(1945).
2.水稲の早害生鞄. 天候と気族 14:4-6(1948).
3.水稲の早背立. 最近の頻発技術 (膿一･lT訊験塀偽薬技術研究会嗣):74-78(1949).
4.昭和22年千発願に発生せる水稲のギ7_5'L一立に就て,Lr!持研報告D(1):37-48(1951).
5.水稲の単行止とその対策. 措及間 26:21-24(1951).
6.水稲のヒデI)7オJIL1-に関する生理的研究.第 Ⅰ帆 _-l二状とヒテJ)アナ′～､十とo)(!,lJ
係 (桶[l]l斯業,岩l十肌 保と-jL折). 根技研用告D(20):79-92(1969).
7.水稲のヒデリアオダチに関する生理的研究.第11報.環境条件とヒデ1)7オ夕子発
生との関係 (田島公一と共 :ら). 粒技研報-Ll.A-D(20):93-142(1969).
C.作物の大気汚染被害の生理
1.作物の大気汚無紋Tl.の発′卜機構に関する生理的研究.第 1号札 士flc,水分-が作物c)亜
硫酸ガス和U=J.'･に及ぼす影野 (酒井似吾と共'渋). i:浅学研究 55:87-96(1975).
2,作物の大気汚独披+1'･の発生機才榊二関する生理的研究.第2朝.栄養条件及び土壌還
元が作物のiJ吏鱗形ガス練熟 こ及ぼす彫珊 (酒井憐吾と共 と). .IL'L苧研究 55:
189-198(1976).
3.作物の大気汚汲被害の発生機構に関する生理的研究.第3稚.唖硫慨ガス処掛 こよ
る大安,小安菓からの エチレン発生について (酒井供畠･と共 -哲). JBt学研究
55:189-198(1976).
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4.作物の大罪汚染被害の発生機脚 二関する生理的研究.第 4軌 作物の稲原による二
酸化硫丑.上被書の差脱,侍に葉凱射机こ′如ナる備憤慨性化について (折井偵吾と八
老). 農学研究 57:149-161(1979).
5.作物の大気汚染被害の発生機構に関するノE理的研究.第 5報.気孔桝度および名薬
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